
 群馬県連盟理事・役員&地区役員殿                                    ２０１９年 0３月２８日 

                公共 のマナーをしっかり指導しましょう！！      新 藤  信 夫                                             

   新入スカウトたちが入隊して、これから野外における活動が盛んになってきます。下段に書かれている新聞記事は 

ちょっと古いものではありますが、宮城県の河北新報に載せられた記事です。書かれているようなことは何時の時代で

も発生する可能性はあると思われます。我々スカウト運動に携わるものとして、このようなことに対してどのように対処、

指導をしていくか考えなくてはならない。「スカウトのしつけ」については、カブスカウトの「やくそくとさだめ」（ＢＳのちかい、

おきても）の実践活動について現場、現場で具体的指導をしながら、レベルＵＰを図って行かなければなりません。 

いつも話しているように入隊した時から、挨拶（礼儀）と規律と公共マナーはしっかりと指導してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育というのは、夏の芝生の雑草取りに似ていて、取り続けることが大切であります。（品質も）・・・ 継続は力なり。 

＊ 子供にはその場で注意して 

ボーイスカウトに苦情を寄せられた方へ申し上げます。あなたの投書を読んで大変心外です。あなたはたまたま乗り合わ

せたと申しておられますが、日常何百台も走っているなかの一バスにそんなにもお年寄りや体の不自由な方が乗り合わせ

ているでしょうか。投書する余裕があるのでしたらなぜその時注意なさらないのですか。ご承知と思いますが、ボーイスカウト

は活動は公的資金を一切頂いているわけでなし、まして営利を目的としている訳ではなし、全く任意の団体でしかも幼い子

供です。キャンプやハイキングなどの激しい活動の後で乗ったバスに空席があれば腰掛けるのは当然でしょう。１，２日と仙

台市内中心部のあちらこちらで「森の都仙台」のため「県土の緑化運動」のために声をからして奉仕している子供たちを見

てますか。七夕祭りの前夜祭からの後始末、そして市民祭りの下働きなどをご覧になっていますか。こうした子供たちのため

にいけないことがあったら、その場で注意してください。            （仙台市八木山・佐々木）（河北新報 ４月７日） 

＊ ボーイスカウト指導者としての反省 

４日付のボーイスカウトに対するご注意に対し、指導者として大変申し訳なかったことと心からお詫び申し上げます。ご指摘

のボーイスカウトは、小学３年より５年生までを対象としたカブスカウトたちと思われますが、そのスカウトたちに対しては日頃

「２つのやくそく」と「５つのさだめ」の下「良い社会人」と「幸福な人生」を目標として教育しているものであります。  たまたま 

お目に触れた行為は、その目標に反する行為であり誠に遺憾に思われます。 ３，４月は新入団員が多数入団する時期で

もあり、まだボーイスカウトの本来の精神を体得してなかったのではないかとも思われますが、何はともあれ、指導者として、

今後かかることのないように指導するとともに、学校、家庭とも連携の上、道徳心の高揚に、なお一層の努力をいたしたいと

思っております。特に母親も同行していたとのこと、この点に関しても社会人として子供の模範となるべき大人の道徳心をい

かにすべきかを合わせて考えてまいりたいと思っております。（ボーイスカウト仙台地区委員長）（河北新報 ４月１２日） 

＊ どんな場合も過保護は禁物 

ボーイスカウトに関することを読ませていただきました。投書するならその場で注意をしたら－という意見もありましたがな

かなか面と向かって言えないものです。きっと南光台の方もそのような気持ちで書かれたと思いますが・・・確かにいろいろな

奉仕活動などで疲れていることがあると思います。でも公共の場で皆様に迷惑をかけてはいけないと思います。子供はバス

などで立たせて体のバランス、平衡感覚を覚えさせるとよいということをきいたことがあります。子供はいくら疲れていても元

気なものです。私も１日奉仕活動をして体はくたくたでも、心の中までは疲れていませんでした。反対にやろうという力が湧

いてきました。どのような場合でも子供をしっかりしつけ、過保護にならないよう自戒しているわたくしです。 

（仙台市郡山・主婦）（河北新報 ４月１８日） 

 

 

 

＊ 車にわれ先ボーイスカウト               

たまたまボーイスカウトの子供たちとバスが一緒になって気が付くことですが，素直に申し上げたいと存じます。ボーイスカウト

の子供たちが何か大会の訓練を受けての帰りと思われますが、バス待ちしていますと行列を乱してドヤドヤと乗り込んでしま

います。お年寄りや体の不自由な方が経っていても座席の奪い合いをします。ボーイスカウトがどのような目的で活動して 

いるのかよく知りませんが、私にとってはバス乗車のマナーも守れないようでは全く無意味に思わてなりません。親たちが一

緒でも注意することもなく飽きれてしまいます。ボーイスカウトが皆な このようだとは思いませんが、日常のしつけこそ最も大

切であることを忘れないでほしいと思います。           （和泉市南光台の一住民） （河北新報 ｘｘ年４月４日） 


